










 

はじめに 

 近年,筋組織化学的手法の発達により,組織化学的特徴を持った新しいミオパ

チーが次々と発見されてきた,臨床症状の特徴に加え,この組織化学的特徴を明

らかにすることはミオパチーの成因を追究する上で重要である. 

 私達は Becker 型筋ジストロフィー症(BMD)と考えられる 2家系 3症例におい

て,筋萎縮の強い近位筋(大腿四頭筋)と軽度に仮性肥大を示す遠位筋(腓腹筋)

のニケ所より筋生検を行い組織化学的検索を行った. 

 これら 3 症例の筋萎縮の強い近位筋において type Ⅱ fiber predominance

の所見がみられた.この所見が BMD の組織学的特徴となりうるかも知れないと

の考えを述べる. 


